
4
vol.244

2018

1

　
三
月
一
九
日
㈪

～
二
十
日
㈫
に
福

島
県
石
川
郡
「
八

幡
屋
」
に
て
、
東

北
酪
農
青
年
女
性

会
議
主
催
の
第

四
十
七
回
酪
農
発

表
大
会
が
開
催
さ

れ
、
東
北
各
地
か

ら
一
三
四
名
の
酪

友
が
参
加
致
し
ま

し
た
。

＊
　
＊
　
＊
　
＊

　
今
回
の
大
会
は

経
営
発
表
の
部
、
意
見
・
体
験
の

部
と
各
部
門
二
名
ず
つ
が
発
表
さ

れ
、
初
め
に
経
営
発
表
の
部
で
本

県
代
表 

県
中
酪
農
研
究
会 

遠
藤

明
さ
ん
が
「
地
域
営
農
集
団
に
よ

る
、
飼
料
共
同
生
産
・
共
同
利
用

の
メ
リ
ッ
ト 

～
わ
が
家
の
ゆ
と

り
あ
る
経
営
～
」
と
題
し
、
飼
料

共
同
生
産
・
共
同
利
用
の
メ
リ
ッ

ト
と
経
営
、
牛
群
管
理
、
労
働
の

三
つ
の
ゆ
と
り
に
つ
い
て
発
表
頂

き
ま
し
た
。
石
筵
地
域
に
は
石
筵

牧
草
利
用
農
業
協
同
組
合
・
石
筵

粗
飼
料
機
械
利
用
組
合
が
あ
り
、

遠
藤
さ
ん
も
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し

て
参
加
し
、
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
活
か
し
た
共
同
飼
料
生
産
・
利

用
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
っ

た
ゆ
と
り
あ
る
経
営
に
つ
い
て
話

さ
れ
前
回
に
も
増
し
て
素
晴
ら
し

い
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

宗像　実 組合長

県中酪農研究会　遠藤　明 さん

東
北
酪
農
青
年
女
性
会
議

酪
農
発
表
大
会
開
催
!!

第47回

2018. 3
in 福島県

◆
福
島
県
代
表
と
し
て
、
経
営
発
表
の
部 

県
中

酪
農
研
究
会 

遠
藤
さ
ん
が
発
表
し
、
農
林

水
産
省
東
北
農
政
局
局
長
賞
（
最
優
秀
賞
）

を
受
賞
!!

◆
７
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
酪
農
青
年
女
性
会

議 

酪
農
発
表
大
会
in
広
島
へ
経
営
発
表
の

部
の
東
北
代
表
と
し
て
出
場
!!
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次
に
山
形
県
酪
農
青
年
婦
人
会

議 
木
村
草
太
さ
ん
が
「
生
涯
生

産
乳
量
全
国
一
位
を
目
指
す
こ
だ

わ
り
酪
農
」
と
題
し
、
発
表
し
ま

し
た
。
木
村
さ
ん
は
山
形
県
の
南

東
に
位
置
す
る
蔵
王
連
峰
の
裾
野

に
広
が
る
地
域
で
酪
農
経
営
を
営

ん
で
お
り
、
自
家
産
後
継
牛
に
こ

だ
わ
り
毎
年
十
頭
前
後
の
後
継
牛

を
確
保
し
た
上
で
、
残
り
の
育
成

牛
は
地
域
の
酪
農
家
へ
初
妊
牛
と

し
て
市
場
価
格
よ
り
安
く
販
売
し

た
り
地
域
の
酪
農
に
も
貢
献
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
平
成

二
十
七
年
に
は
台
風
の
影
響
で
、

川
が
氾
濫
し
牛
舎
が
浸
水
す
る
被

害
を
う
け
乳
量
減
少
、
乳
房
炎
多

発
、
産
後
体
調
が
悪
化
し
死
亡
す

る
牛
が
相
次
い
だ
り
と
続
く
被
害

に
も
負
け
ず
原
状
復
帰
を
果
た
し

ま
し
た
。
こ
の
時
の
経
験
か
ら
、

飼
養
環
境
・
管
理
方
法
の
見
直
し

を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
、

カ
ウ
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
に
取
り
組
む

よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
今
後

は
家
族
の
労
働
負
担
を
軽
減
す
る

分
野
に
投
資
し
て
い
き
た
い
と
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

　
続
け
て
、
意
見
・
体
験
の
部
よ

り
岩
中
酪
青
年
女
性
会
議 

畠
山

義
幸
さ
ん
が
「
家
業
と
酪
農
ト

レ
ー
ナ
ー
」
と
題
し
、
発
表
し
ま

し
た
。
高
校
か
ら
始
め
た
ボ
ク
シ

ン
グ
で
東
北
大
会
準
優
勝
す
る
ほ

ど
熱
中
し
、
県
大
会
の
団
体
部
門

で
は
総
合
優
勝
し
た
こ
と
が
畠
山

さ
ん
の
ボ
ク
シ
ン
グ
人
生
で
一
番

の
思
い
出
と
楽
し
そ
う
に
お
話
し

さ
れ
、
会
社
組
織
に
束
縛
さ
れ
た

く
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
就
農
さ

れ
た
そ
う
で
す
。
最
初
は
何
か
気

が
晴
れ
な
い
状
況
も
あ
り
シ
ャ
ド

ウ
ボ
ク
シ
ン
グ
を
や
っ
て
い
る
よ

う
に
思
え
た
そ
う
で
す
が
、
奥
さ

ん
と
い
う
素
晴
ら
し
い
パ
ー
ト

ナ
ー
と
の
出
会
い
が
畠
山
さ
ん
の

酪
農
人
生
を
大
き
く
変
え
、
他
の

地
域
の
酪
友
と
も
積
極
的
に
交
流

す
る
よ
う
に
な
っ
た
り
疑
問
点
を

深
堀
し
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た

り
と
現
在
は
繁
殖
管
理
全
般
も
担

当
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
発

表
は
ボ
ク
シ
ン
グ
に
例
え
た
楽
し

い
内
容
で
し
た
。
今
後
は
安
定
的

な
生
産
が
出
来
る
牧
場
に
し
、
死

亡
牛
頭
数
を
抑
制
し
「
ゼ
ロ
」
を

目
指
す
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

　
最
後
に
、
宮
酪
青
年
婦
人
連
絡

協
議
会 

柴
田
耕
太
郎
さ
ん
が
「
逃

げ
る
は
恥
だ
が
役
に
立
つ 

～
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
経
験
を
活
か
し
て

～
」
と
題
し
、
発
表
し
ま
し
た
。

宮
城
県
有
数
の
観
光
地
で
も
あ
る

秋
保
温
泉
よ
り
五
分
程
度
進
ん
だ

自
然
豊
か
な
地
域
で
酪
農
を
営
ん

で
お
り
、
高
校
・
大
学
と
酪
農
に

関
す
る
勉
強
を
し
て
家
畜
人
工
授

精
師
の
資
格
も
取
得
さ
れ
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
宮
城
県
畜
産
協
会
へ

就
職
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
日
の
残

業
等
で
家
族
と
の
時
間
が
取
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
就
農

を
決
意
し
ま
し
た
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代

に
勉
強
し
た
こ
と
を

自
ら
の
牧
場
に
取
り

入
れ
る
こ
と
に
よ
り

た
く
さ
ん
の
良
い
結

果
に
繋
が
っ
た
よ
う

で
す
。
そ
の
他
、
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
地
元
の
飲
食
店
な

ど
で
柴
田
牧
場
の
牛

乳
を
使
っ
た
ソ
ー

セ
ー
ジ
や
ミ
ル
ク

ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
販
売

し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

今
後
は
ミ
ル
ク
ジ
ェ
ラ
ー
ト
や

チ
ー
ズ
を
自
ら
製
造
・
販
売
す
る

こ
と
を
目
標
に
頑
張
り
た
い
と
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

　
審
査
の
結
果
、
経
営
発
表
の
部

で
は
福
島
県
酪
農
青
年
研
究
連
盟

の
遠
藤
明
さ
ん
、
意
見
体
験
の
部

で
は
宮
酪
青
年
婦
人
連
絡
協
議
会 

柴
田
耕
太
郎
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

　
七
月
に
広
島
県
広
島
市
「
グ
ラ

ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島
」
に

て
第
四
十
七
回
全
国
酪
農
青
年
女

性
酪
農
発
表
大
会
が
開
催
さ
れ
、

東
北
代
表
と
し
て
最
優
秀
賞
に
輝

い
た
遠
藤
明
さ
ん
と
柴
田
耕
太
郎

さ
ん
が
出
場
致
し
ま
す
の
で
、
応

援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

東北酪農青年女性会議 委員長　半澤善幸 さん

県中酪農研究会　遠藤　明 さん
農林水産省東北農政局局長賞（最優秀賞）を受賞
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7月19日 木
13:00～13:50　開会式
13:55～16:15　酪農経営発表
16:15～16:25　らくのうこどもギャラリー表彰式
16:40～18:15　酪農意見・体験発表
19:20～21:30　懇親会

7月20日 金
9:00～ 9:10　いきいきフォトコンテスト表彰
9:10～ 9:35　酪農経営発表質疑応答
9:35～10:00　酪農意見・体験発表質疑応答
10:15～11:35　審査講評・表彰式
11:35～11:40　新旧役員紹介
11:40～11:50　閉会式　

◆ アクセス

◆ 会場・宿泊
「グランドプリンスホテル広島」
〒 734-8543　
広島県広島市南区元宇品町23-1
TEL. 082-256-1111

大会会場・アクセス

全国酪農青年女性会議  〒108-0014 東京都港区芝 4-17-5  全酪連 総務部 組織対策課 内 / TEL. 03-5931-8003

大会事務局

●無料シャトルバス
広島駅から約30分
●鉄道の場合
広島駅からタクシーで約20分
広島駅から広島バスで約40分
広島電鉄 元宇品口電停から徒歩約15分
●車の場合
広島港から車で約3分
広島空港から約60分
●飛行機でお越しの場合
広島空港から広島駅まで約45分
●船の場合
宮島よりホテル前桟橋まで高速船で約26分

１名 13,000 円（大会・懇親会まで）
※宿泊につきましては、各地域会議事務局にお問い合わせください。

大会参加費

日　程

全
国
酪
農
青
年
女
性

酪
農
発
表
大
会

全
国
酪
農
青
年
女
性

酪
農
発
表
大
会

平成30年

7/19木 20金

主催  全国酪農青年女性会議/全国酪農業協同組合連合会

in 広島in 広島

第 47 回

もと  う   じなまち

平和記念公園
●

●
広島城

●
黄金山

●
MAZDA Zoom-Zoom
スタジアム 広島

広島港●

高速３号線

グランドプリンスホテル広島
●元宇品口

宮島航路 至江田島

広
島
電
鉄

高
速
２
号
線

広島駅

2

54

N
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●西日本酪農青年女性会議
　〒532-0011　大阪市淀川区西中島5-14-10 
　新大阪トヨタビル６階 全酪連大阪支所内
　TEL 06-6305-4196
●九州酪農青年女性会議
　〒812-0016　福岡市博多区博多駅南1-2-15
　事務機ビル7階 全酪連福岡支所内
　TEL 092-431-8111

●北海道酪農青年女性会議
　〒060-0003　札幌市中央区北3条西7丁目1
　酪農センター5階 全酪連札幌支所内
　TEL 011-241-０７６５
●東北酪農青年女性会議
　〒980-0021　仙台市青葉区中央1-7-20
　東邦ビル3階 全酪連仙台支所内
　TEL 022-221-5381

●関東甲信越酪農青年女性会議
　〒108-0014　東京都港区芝４-17-5
　相鉄田町ビル５階 全酪連東京支所内
　TEL 03-5931-8011
●中部酪農青年女性会議
　〒460-0008　名古屋市中区栄1-16-6
　名古屋三蔵ビル3階 全酪連名古屋支所内
　TEL 052-209-5611

提
出
先
一
覧

第44回 特選　
「パーラーでリラックス」
土山 希望さん

　全国酪農青年女性会議では、酪農家の生活や牛乳の
生産現場をより鮮明に消費者に伝えていくことを目的に、
「酪農いきいきフォトコンテスト」を実施します。
　つきましては､下記のとおり作品を募集しますので､
ふるってご応募いただきますようお願いいたします。

第8回 最優秀賞
「どうぞ！」  山縣 千晶さん

酪農いきいき
フォトコンテスト

作品募集のお知らせ

❶  募集規定
⑴酪農を中心とした題材の図画（大きさは自由）
⑵自作で未発表のものに限ります。
⑶作品には、題名・住所・氏名・振り仮名・年齢・学校名・

学年・保護者名を必ず記載してください。また、酪農家
の子弟については保護者の所属組合名を記載してくだ
さい。

⑷作品返却を希望される方は応募時に返却希望の旨を
申し出てください。

❷ 応募資格
４歳から中学生までの酪農家の子弟、および酪農に関心
のある一般のお子さん。

❸ 締 切 日
平成30年5月28日（月）（当日消印有効）

❹ 提 出 先
下記「提出先一覧」中の最寄りの酪農青年女性会議事務局
宛に提出してください。

❺ 審査結果の発表
「第47回全国酪農青年女性酪農発表大会」の発表要旨、
および全酪連会報７月号に審査結果を掲載いたします。

❻ 褒　　賞
•特　選 　　　 １点　　
•入　選 　　　 ４点以内
•秀　作 　　　 若干
•ファミリー賞  若干
　（牛とのふれあいなど、ほのぼのとした雰囲気を持つ作品に

贈られます）
•あすなろ賞     若干
　（小学校入学以前の方の優秀作品に贈られます）
◎特選に選ばれた方は、保護者（１名）同伴で「第47回

全国酪農青年女性酪農発表大会」に招待します。
◎入賞者には記念品を贈呈いたします。
◎図画の優秀作品は、作者の顔写真・審査講評と共に

「全酪連会報」の最終ページに掲載します。

❶  テ ー マ
①「乳牛のいる風景」
②「酪農作業風景」
※いずれも、酪農家がいきいきと牛乳生産に励む様子や、安心安全な

牛乳生産のため懸命に仕事に取り組む姿勢が感じられるようなもの。

❷ 募集規定
⑴写真は可能な限りデータで提出してください。
⑵自作で未発表のものに限ります。
⑶作品には、題名･氏名・振り仮名･住所･所属組合名を

必ず記載してください。

❸ 応募資格　酪農家

主催：全国酪農青年女性会議

らくのう
こどもギャラリー

❹ 締 切 日　
平成30年5月28日（月）
(当日消印有効）

❺ 提 出 先
下記「提出先一覧」中の最寄
の酪農青年女性会議事務局
宛に提出してください。

❻ 審査方法
応募作品を｢第47回全国酪農青年女性酪農発表大会｣の会
場内に掲載し､大会参加者の投票による審査を行います。
（応募多数の場合は事務局による予備審査を行います。）

❼ 審査結果の発表
①「第47回全国酪農青年女性酪農発表大会」２日目に投票

結果として掲示します。
②「全酪連会報｣の表紙に使用します。（号数未定）

❽ 褒　　章
•特　選　　１点　
　（2テーマの中で特別に投票数の多かった作品)
•入　選　　若干数　
　（特選を除いて投票数の多かった作品数点)
◎入賞者には賞品を贈呈いたします。
◎提出していただいた作品の返却はいたしません。
◎応募していただいた作品は、全酪連会報およびカレンダー

への掲載を含め、今後各地での牛乳消費拡大活動（「父の
日に牛乳を贈ろう！」キャンペーン含む）等で使用すること
がありますのでご了承ください。

第

9
回

第

45
回
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全酪連の小窓　第77回 全酪連の小窓　４月号

メリット デメリット

適期播き ・収量最大化が期待できる
・根張り強く、倒伏に強い ・遅霜の害が出る恐れ

遅播き ・冬作利用が可能
・遅霜の心配なし

・種子の収量低下
・倒伏に弱い
・ワンホープ乳剤の利用が困難

　ようやく春になりました。昨年度は台風に大雪、夏場の長雨と変な気候が続き、皆様におかれまして
は大変苦労されたことと思います。（牛も体調を崩しやすかったと思います。）今年度は穏やかな気候
が続くことを願うばかりです。さて、デントコーン種子の播種についてお話させていただきます。

今回お話ししましたデントコーン播種等以外についても疑問等がございましたら、お気軽に全酪連
スタッフにお声かけください。

〇デントコーンの特徴
①面積当たりの収量が最も高い自給飼料
②エネルギー密度が最も高い
③サイレージ原料草に最適な自給飼料
④土壌中の過剰窒素処理能力に最も優れている自給飼料
※種の規格・種類によって収量が変わることはありません‼

①整地
ロータリー耕耘はとにかく丁寧に行いましょう。 
低速で２回ほど行うときれいな播種床が作りやすいです。 
前作の残根があると作業しづらくなるため、きれいな整地を心がけてください。 

②播種深度 
適正深度は２、３㎝ですが、遅霜が心配なときは５㎝にすると安心です。 

〇播種時期について
デントコーンの播種時期は平均気温が10℃になるころが適期です。
これはソメイヨシノの開花時期と重なるため、播種時期の目安となります。
（福島の平均開花日は４月９日）

〇収量目標
福島は基本的に寒冷地に属します。
（平成26年度の福島県の平均収量は4,680㎏／10a）

〇播種前の準備
多くの収量のためには下準備が大切になります。
きれいな播種床を作ることは播種作業をしやすくし、出芽率を向上させ、除草剤の効果を高めます。

子実 茎葉 全体

寒冷地
生収量
乾物収量
TDN収量

1,500
750
630

3,500
750
430

5,000
1,500
1,060

中間地
生収量
乾物収量
TDN収量

2,100
1,050
890

4,900
1,050
600

7,000
2,100
1,490
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３月３日	 親子ミルククッキング教室

３月６日	 東北生乳販連理事会

３月７日	 日本酪農政治連盟総会

３月７日	 福島県酪農ヘルパー利用組合設立総会

３月８日	 福島県獣医師会理事会

３月９日	 福島県畜産振興協会理事会

３月13日	 乳牛セリ市場

３月15日	 第７次中期経営３カ年計画第１回推進

委員会

３月15日	 生乳委託者委員会幹事会

３月16日	 福島県ホルスタイン改良同志会役員会

３月16日	 全酪連ブロック別会長組合長会議

３月19日	 県北支所運営委員会

３月19日	 酪農発表大会東北大会

　～20日

３月22日	 東北生乳販連29年度第２回臨時総会

３月23日	 日本ホルスタイン協会理事会

３月23日	 全国酪農協会役員会

３月26日	 福島県生乳委託者委員会

３月27日	 酪王乳業㈱取締役会

３月27日	 らくのう乳販臨時株主総会

３月27日	 福島県ホルスタイン改良同志会総会

３月28日	 福島県酪農青年研究連盟役員会

３月28日	 福島県畜産振興協会総会

３月29日	 第12回経営検討会

３月29日	 第７回再建検討委員会

３月30日	 辞令交付式

組　合　の　動　き　　3　月

第11回　３月26日

理　　事　　会

■ 　議　　案　 ■

議案第１号	 平成30年度事業方針並びに計画立案骨
子について

議案第２号	 平成30年度生産奨励対策について
議案第３号	 平成30年度乳牛導入に係る貸付条件の

緩和について
議案第４号	 平成30年度余裕金預入先金融機関並び

に運用方法について
議案第５号	 平成30年度一組合員に対する貸付金並

びに貸付金利率最高限度について
議案第６号	 平成30年度事業資金の借入並びに最高

限度額について
議案第７号	 役員改選について
議案第８号	 酪王乳業㈱との土地建物等賃貸借契約

書の締結について

議案第９号	 福島乳業㈱に対する外部出資の減損処
理について

議案第10号	 らくのう乳販との職員出向契約書の締
結について

議案第11号	 復興牧場建設推進委員会の設置につい
て

議案第12号	 監査役辞任に伴う後任監査役候補者の
推薦について■ 　報告事項　 ■

１）平成30年度定期異動について
２）今後の日程について
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職　位 氏　名 新　　　　任 旧　　　　任
審 査 役 佐 藤 洋 一 ㈱らくのう乳販統括部長（出向） 生産部長兼損害賠償対策室長
副 審 査 役 遠 藤 　 強 県北支所長 生産部次長
副 審 査 役 野 口 泰 幸 酪農指導所長兼生産部指導診療課長 県北酪農指導所長兼生産部診療課長
考 査 役 古 姓 　 保 酪農指導所県北事務所副所長 県南酪農指導所長
考 査 役 米 長 久 志 酪農指導所県南事務所副所長 県北酪農指導所副所長
考 査 役 長 瀬 真 一 県中支所田村事業所担当生産課長 県南支所生産課長

副 考 査 役 郡　司　小百合 県南支所生産課長 県中支所田村事業所担当生産課長
補佐

考 査 役 高 橋 章 哲 県北支所生産課長 経営管理課
調 査 役 佐 藤 　 隆 生産部購買畜産課係長 県北支所生産課長補佐（副調査役）
副 考 査 役 菅 原 勝 志 県中支所生産課 生産部購買畜産課（調査役）
副 調 査 役 小 島 宏 文 酪農指導所県北事務所 県南酪農指導所
副 調 査 役 鈴 木 守 一 県南支所生産課 県中支所生産課

副 調 査 役 平 尾 　 修 酪農指導所県北事務所チーフ兼生産基盤
推進室チーフ 県北酪農指導所

副 調 査 役 安 齋 明 徳 酪農指導所県中事務所チーフ兼生産基盤
推進室チーフ 県南酪農指導所

一 般 職 位 津 守 君 枝 生産部指導診療課 生産部診療課兼生産指導課
一 般 職 位 三 横 孝 弘 生産部購買畜産課 県北酪農指導所
一 般 職 位 松 田 　 英 酪農指導所県北事務所 県北酪農指導所
副 調 査 役 小 代 具 毅 酪農指導所県中事務所 県中酪農指導所
一 般 職 位 幕 内 裕 人 酪農指導所県中事務所 県中酪農指導所
一 般 職 位 萩 原 　 茜 酪農指導所県中事務所 県中酪農指導所
一 般 職 位 野　口　広太郎 酪農指導所県南事務所 県南酪農指導所
一 般 職 位 岡 野 　 巧 酪農指導所県南事務所 県南酪農指導所
一 般 職 位 三 浦 愛 美 酪農指導所県南事務所 県南酪農指導所

◆異　動（昇進・昇格含む）	 平成30年4月1日付

◆昇　進	 平成30年4月1日付

平成30年度定期異動・昇進・昇格・新採用者・退職者

職　位 氏　名 新　　　　任 旧　　　　任
審 査 役 佐 藤 幸 光 経営管理部長兼監査室長兼浜支所長 経営管理部次長兼監査室次長

副 審 査 役 岩 谷 　 宏 生産部長兼生産基盤推進室長兼損害賠償
対策室長 生産部購買畜産課長

考 査 役 横 山 良 征 経営管理部次長兼監査室次長 経営管理部経営管理課長兼監査室
課長

考 査 役 松 岡 陽 慈 生産部次長兼生産基盤推進室次長兼損害
賠償対策室次長 生産部生産指導課長

考 査 役 木 戸 美 幸 県南支所長 県南支所次長
考 査 役 生田目　克　己 生産部購買畜産課長 生産部購買畜産課長代理
副 考 査 役 柳 沼 鉄 治 生産部生産指導課長兼生産基盤推進室課長 生産部生産指導課長補佐（調査役）
副 調 査 役 佐々木　光　輝 経営管理課長代理兼監査課長代理 経営管理課長代理
考 査 役 阿 部 　 薫 生産部生産指導課係長 生産部生産指導課（副考査役）
調 査 役 根 本 則 子 生産部購買畜産課主任 生産部購買畜産課
一 般 職 位 佐　藤　偵土子 経営管理部経営管理課（正職員） 経営管理部経営管理課（嘱託職員）
一 般 職 位 増 子 桂 子 経営管理部経営管理課（正職員） 経営管理部経営管理課（嘱託職員）



K E N R A K U D A Y O R I

スミ
K E N R A K U D A Y O R I

スミ

9

◆新採用	 平成30年4月1日付

◆昇　格	 平成30年4月1日付

◆再雇用	 平成30年4月1日付

◆退職者	 平成30年4月1日付

職　位 氏　名 新　　　　任
一 般 職 位 舘 マ ー カ ス 酪農指導所県北事務所

一 般 職 位 斎 藤 佑 樹 生産部生産指導課兼原発事故損害賠償対
策室

一 般 職 位 佐 藤 雄 介 生産部購買畜産課
嘱 　 　 託 加 藤 大 介 酪農ヘルパー利用組合

職　位 氏　名 新　　　　任 旧　　　　任
審 査 役 佐 藤 幸 光 経営管理部長（審査役） 経営管理部次長（副審査役）
考 査 役 古 姓 　 保 酪農指導所県北事務所（考査役） 県南酪農指導所（副考査役）
考 査 役 阿 部 　 薫 生産部生産指導課（考査役） 生産部生産指導課（副考査役）
副 考 査 役 菅 原 勝 志 県中支所生産課（副考査役） 生産部購買畜産課（調査役）
副 考 査 役 柳 沼 鉄 治 生産部生産指導課（副考査役） 生産部生産指導課（調査役）
調 査 役 佐 藤 　 隆 生産部購買畜産課（調査役） 県北支所生産課（副調査役）
一 般 職 位 佐　藤　偵土子 経営管理部経営管理課（正職員） 経営管理部経営管理課（嘱託職員）

職　位 氏　名 新　　　　任
嘱 託 職 員 根 津 光 夫 東北生乳販連総務部長（出向）

氏　名 事　由 所　　　　属
根 津 光 夫 定 年 退 職 経営管理部長兼監査室長兼浜支所長
佐 藤 　 仁 定 年 退 職 浜支所生産課長
高 野 　 順 契 約 満 了 県北支所長
吉 田 育 市 契 約 満 了 県南支所長
長 沢 　 梓 契 約 満 了 県北酪農ヘルパー利用組合
山 田 昌 道 契 約 満 了 県北酪農ヘルパー利用組合

年次別・月別支払乳価一覧（補給金を含む）
年　度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 平均
29年度 105.107 106.247 107.367 106.918 104.637 107.789 107.187 107.002 104.876 105.603 106.317
28年度 105.156 106.012 106.878 105.825 104.876 107.459 107.162 106.517 104.921 105.823 106.675 104.617 105.994
27年度 105.116 105.882 106.888 105.964 105.240 107.090 107.342 106.859 105.204 105.468 106.726 104.446 106.019
26年度 100.739 102.193 103.829 102.826 101.978 104.278 104.043 104.000 102.000 102.606 103.222 101.321 102.753
25年度 96.846 98.345 99.659 98.837 97.220 99.688 102.698 102.627 100.215 100.738 101.861 99.542 99.856
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県　北　支　所

県　中　支　所

浜　　支　　所

県　南　支　所

JAふくしま未来（飯舘）

県　酪　合　計

酪農家戸数

戸数
（避難戸数）

支　所　名　称

区　　分

前年度
戸　数 前年比 育成 初妊 乾乳

妊娠
妊娠
搾乳

空胎
搾乳 小計 合計 前年度

頭　数

経　産　牛
乳　　　　牛　　　　頭　　　　数

前年比 １戸当
り頭数

戸 ％ 頭戸 頭 頭 頭 頭 頭 頭 頭 ％ 頭

支　所　名　称

区　　分

乳牛頭数調査集計表（公共機関を含む） 2018年２月28日現在

月　別　分　娩　予　定　頭　数 販　　売　　乳　　量

2018
３月

2018
４月

2018
５月

2018
６月

2018
７月

2018
８月

2018
９月

生乳
出荷
戸数 1日当り

地域別販売乳量 1日1頭当り乳量
1日1戸
当り 搾乳牛 経産牛

頭頭 頭 頭 頭 頭 頭 戸 kg kg kg kg

県　北　支　所

県　中　支　所

浜　　支　　所

県　南　支　所

JAふくしま未来（飯舘）

県　酪　合　計

 （7）41 41 100.0 406 120 138 493 987 1,618 2,144 2,176 98.5 52.3 

 84 86 97.7 322 112 182 409 963 1,554 1,988 1,961 101.4 23.7 

 （34）10 10 100.0 79 31 26 89 112 227 337 299 112.7 33.7 

 49 50 98.0 582 267 278 599 1,175 2,052 2,901 2,927 99.1 59.2 

 （11）0 0 0.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 

 （52）184 187 98.4 1,389 530 624 1,590 3,237 5,451 7,370 7,363 100.1 40.1 

 113 76 102 84 110 128 138 41 39,253 957 26.5 24.3 

 101 93 88 98 94 114 115 84 33,066 394 24.1 21.3 

 19 14 24 14 29 26 20 8 5,070 634 25.2 22.3 

 122 135 148 180 165 176 218 49 47,507 970 26.8 23.2 

 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 

 355 318 362 376 398 444 491 182 124,896 686 25.9 22.9 

　平成30年２月の受託乳量は、県全体で前年比
96.7％の実績でありました。
　団体別の受託乳量は、本組合が3,498㌧前年比
97.8％（対前年同月78㌧減）、全農県本部は1,721㌧
の対前年比95.4％（対前年同月100㌧減）の実績で

ありました。東北生乳販連の受託実績については、
前年比98.4％となりました。
　なお、全国の受託実績は対前年比100.3％であり
ます。（北海道：102.5％、都府県97.8％）

平成29年度受託乳量の状況

　２月東北全体の用途別販売状況については、醗酵
乳向けが110.6％と前年を上回り、飲用向けが前年
比99.5％、加工乳向けが98.3％、学乳向けが91.7％、
チーズ向けが95.7％、生クリーム向けが41.1％と前
年を下回り推移した。なお、H29年４月より加工原
料乳生産者補給金の対象数量に生クリーム向けが加
算されることとなりましたが、補給金対象外となる

生クリーム向け販売数量を醗酵乳向け等に振り替え
ているために、生クリーム向け前年比が大幅に減少
しました。
　なお、今月の当組合酪王乳業での生乳使用量は日
量平均51.2㌧（前年比109%）で、本組合生産量の
41.0％、県全体生産量の27.4％を処理しています。

平成29年度用途別販売乳量の状況（東北全体）
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 4 月  5 月  6 月  7 月  8 月  9 月 10月 11月 12月  1 月  2 月  3 月

単位・トン
6,000
5,500
5,000
4,500

1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
3,500
4,000

29年度
28年度

27年度
26年度
25年度

団　　体　　名

県　　酪　　協
全農福島県本部
合　　　　　計
東 北 生 乳 販 連
全　　　　　国

受託乳量
（㌧）

日　量
（㌧）

前年比
（％）

団体別受託乳量の状況
２　　月　　分

 3,498 124.9 97.8
 1,721 61.5 94.5
 5,219 186.4 96.7
 40,753 1,455.5 98.4
 543,867 19,423.8 100.3

用　途　別 販売乳量
（㌧）

日　量
（㌧）

前年比
（％）

（東北全体２月）

備考
1）買取乳量を除く

飲　用　向　け
加　工　向　け
学 校 給 食 向 け
醗 酵 乳 向 け
生クリーム向け
チ ー ズ 向 け
全 乳 哺 育 向 け

合　　　計

 28,002 1,000.0 99.5
 3,189 114.0 98.3
 2,752 98.0 91.7
 6,085 217.0 110.6
 556 20.0 41.1
 169 6.0 96.0
 0 0.0 0.0
 40,753 1,455.0 98.4

平成30年度２月別支払乳価表平成30年度２月別支払乳価表

　２月分支払乳価については、前年と比べ、飲用向
け及び醗酵乳向け・生クリーム等向け価格は据え置
き、加工向け及びチーズ（ハード）向け１円値上
げ、チーズ（ソフト）向け２円値上げで取引され、
前年対比でプール乳価、補給金単価合せて前年より
０円35銭下回る単価となりました。 増　　減項　　目 前年同月

（注）上記合計は、脂肪率３．５％・無脂固形率８．３％の補給金込みの乳
価。

前々年同月
プール乳価
補給金単価
合　　計

■東北全体プール乳代金 4,053,171千円 単価106.658円
■  内  福島県分プール乳代金① 487,420千円 単価106.658円
　　　　 プール対象外乳代金② 93,759千円

（学乳向け・買取向け乳代金）
　　　　　　合計乳代金①＋② 581,179千円 単価111.345円

 105円303 105円683 －0円380 105円509
 1円014 0円992 0円022 1円217
 106円317 106円675 －0円358 106円726

30年２月

合　計 4  月  5  月  6  月  7  月  8  月  9   月 10  月 11  月 12  月  1   月  2   月  3   月
4,476
4,148
3,921
4,094
3,958
96.7

4,605
4,185
4,061
4,231
4,132
97.7

4,287
3,879
3,836
4,025
3,940
97.9

4,231
3,775
3,802
4,029
3,880
96.3

4,149
3,749
3,575
3,839
3,740
97.4

4,276
3,886
3,830
3,889
3,820
98.2

25年度
26年度
27年度
28年度
29年度

前年比％

年度 月

月別受託乳量　県酪協（トン）

50,637
45,959
45,129
46,811

4,343
4,035
4,071
4,031

4,129
3,703
3,658
3,894
3,778
97.0

4,062
3,621
3,513
3,717
3,622
97.4

4,053
3,620
3,486
3,664
3,637
99.3

4,219
3,781
3,668
3,822
3,797
99.3

3,807
3,577
3,708
3,576
3,498
97.8
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第269回  県酪協乳牛市場成績

区分 畜種 雌雄 成 立 数
（成 立 率）

最 高 価 格
最 低 価 格

平 均 価 格
（前 回 比）

平 均 体 重
（前 回 比）

平 均 単 価
（前 回 比）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

ET和牛
初生牛

ET和牛

乳　　牛

交 雑 牛

メス

雄

メス

雄

メス

雄

初　 妊 　牛

搾乳用雌子牛

価格：円（落札価格）　率・比：％　　体重：㎏

平成30年 3 月13日開催 購買者数　31名（うち県外11名）

 4 413,000 390,500 113 3,471

 100 355,000 86 128 67

 27 609,000 504,037 103 4,873

 100 250,000 101 98 102

 2 103,000 85,500 69 1,239

 100 68,000 150 103 146

 69 195,000 170,406 71 2,404

 100 34,000 114 100 115

 75 239,000 202,707 74 2,752

 100 123,000 111 99 113

 65 318,000 284,277 74 3,838

 100 1,000 114 91 125

 7 866,000 831,000 

 88 816,000 109 

 12 436,000 381,000 

 86 272,000 98 

初生牛の畜種毎価格帯別分布表

畜  種 雌雄

ET和牛
メス
雄

価　　　　格　　　　帯（万円）

初妊牛・搾乳用雌子牛の価格帯別分布表
価格帯（万円）

初妊牛

価格帯（万円）
搾乳用雌子牛

畜  種 雌雄

交雑牛 メス
雄

価　　　　格　　　　帯（万円）

畜  種 雌雄

乳　牛
メス
雄

価　　　　格　　　　帯（万円）

（ 0 は0.1～0.9万円、 1 は1.0～1.9万円、以下同様。尚、落札価格です）

＜35 ～ 38 ～ 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58
1 1 2
3 1 2 2 2 2 2 1 1 1 3 3 2 2

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 
1 1

1 2 1 1 1 1 2 4 7 10 24 15

59 60

0＜ ～ 8 9 ～ 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29
2 1 1 2 5 7 11 9 17 13 7

1 1 1 1 2 3 2 4 4 16 25 5

30 31

61

0＜ ～ 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90
2 3 1 1

91 92

0 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47
1 1 3 3 1 2 1

48 49～

0＜
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福島県内の酪農家が丹精込めて作った「酪王牛乳」の
美味しさが存分に味わえる、牛乳屋さんのアイスクリーム
です。
「酪王カフェオレアイスクリーム」・「酪王いちごオレアイスクリーム」
同様のオーバーラン40％のプレミアムアイスクリームです。
酪王牛乳の他に、福島県産の生乳、生クリームや脱脂濃縮乳などの乳
原料をふんだんに使って仕上げた贅沢なプレミアムミルクアイスです。
（※バニラアイスではございません。）
口当たりは濃厚でありながら、新鮮な搾りたてのミルクの香りが楽し
める爽やかなアイスクリームです。

「酪王牛乳アイスクリーム」 
「酪王いちごオレアイスクリーム」

新 製 品 情 報 !!
1

酪王牛乳アイスクリーム　売価 300円（税込）

2014年の発売以来、酪王カフェオレの妹分として大人気
の「酪王いちごオレ」をそのままアイスにしました。まるで
酪王いちごオレをギュッと濃縮して食べているかのような
濃厚な味わいです。
「酪王カフェオレアイスクリーム」・「酪王牛乳アイスクリーム」同様の
オーバーラン40％のプレミアムアイスクリームです。
濃厚なミルクの甘味と甘酸っぱいとちおとめ苺の酸味を絶妙なバラン
スでミックスしました。
ふたを開けた瞬間に、フレッシュな苺の香りが広がります。
こだわり素材の「国産とちおとめ苺果汁」を８％使用。

酪王いちごオレアイスクリーム　売価 300円（税込）

発売日：12月中旬
販売エリア：東北～関東

「ご当地限定チーズタルト」の６品目として酪王カフェオレ
チーズタルトが登場！
クリームチーズやメレンゲなどを合わせた生地に、酪王カフェオレを入
れて焼き上げました。コクのあるチーズ生地にミルクとコーヒーの香
りが重なりあった味わいを楽しめます。

パブロのカフェオレ
　　　　チーズタルト

2

発売日：４／１
販売場所：郡山駅前店・郡山フェスタ店

福島県のソウルドリンクの酪王カフェオレを使用して、
カフェオレ味のアイス、チョコ、モナカ皮を組み合わせた
アイスです。
アイス部分には酪王カフェオレを10％使用し、隠し味に練乳を使用す
ることで酪王カフェオレらしいスッキリとしたミルク感とやさしいコー
ヒー感に仕上げました。
※限定販売につき売切れの際はご容赦ください。

酪王カフェオレモナカ3
発売日：３／26
販売場所：福島、仙台、山形の
　　　　　セブンイレブンで数量限定発売

パブロのカフェオレチーズタルト　売価 1,300円（税込） 酪王カフェオレモナカ　　売価 140円（税込）
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乳房炎対策 PART2
乾乳期は特に注意!!!

ZENOAQ

産褥乳体細胞数は、乾乳期治療の成否とその後の
泌乳中体細胞数の指標となり得る。

産褥乳体細胞数測定は、バルク乳体細胞数管理の
重要管理点（CCP）となり得る。

◆出荷直前の体細胞数を20万個／ml以下に管理することで、
一乳期を通じてバルク乳体細胞数を低下させる事が可能。

◆残留検査時の体細胞数測定は重要管理点（CCP）となる。
◆残留検査時の体細胞数測定を普及させることが重要。

乳 房 炎 の 疫 学

乳房炎はいつ発生する

乳房炎の50%は乾乳期間に感染する

産褥乳とは分娩後出荷前の生乳

榎谷雅文先生資料より

〒963-0196
福島県郡山市安積町笹川字平の上1－1
日本全薬工業㈱ 福島営業所
TEL024-945-2306　FAX024-945-9345

コーナー Vol.160

14
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乾乳期の新しい乳房炎対策

貼付時の注意事項

詳しくはゼノアック営業員にお尋ねください

〈乾乳後〉
乾乳軟膏注入後、再度アルコール綿等で乳頭の油分、水分を十分拭取
ること
〈分娩前〉
乳頭汚れを清拭後、更にアルコール綿等で油分、水分を十分取ること
〈その他〉
乳房に毛がフサフサ生えている場合は、できるだけ毛刈り／毛焼きを
する
漏乳が止まらない場合は…（漏乳が止まってから貼る？（要確認））

シール材には殺菌・消毒材など薬効成分を含んでいないので、
乳頭汚れ（皮膚角質含む）をタオル等で十分清拭後貼ること！

榎谷雅文先生資料より

ティートフィルムを使用した新しい乾乳期乳房炎対策
（ダブルキュービックセラピー）

商品名 : ティートナー™　外部乳頭シール
TEATNER™  External  Teat  Sealant

まずは乾乳軟膏を注入した時に１乳頭１枚フィルムを
張ってみませんか！

ﾃｨｰﾄﾌｨﾙﾑ

表 裏
※実際の製品における保護フィルムは透明ですが、
見やすくするために白色テープを貼っています

15
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発行者　福島県酪農業協同組合　　発行責任者　常務理事　岡　正宏
〒969−1103　福島県本宮市仁井田字一里壇17番地　TEL 0243−33−1101　FAX 0243−33−1103　URL http://www.milk.fukushima.jp

●作り方
①　クリームチーズは５mm角に切り、ご飯、ほん
だしと切るように混ぜ合わせる。
②　きゅうりはピーラーで７〜８cm長さの薄切り
で８枚切る。
　しそは２枚をみじん切りにし、１枚は４等分に切
る。
　スライスチーズは好みの形に型抜きし、帆立はそ
ぎ切りにする。
③　しらすは飾り用に少量取り分けておく。①のご
飯１／３量に残りのしらすを混ぜ、４等分にして
丸める。
④　③のご飯に②のきゅうりを２枚ずつ巻き、ラッ
プで包み、丸く形を整える。
　ラップをはずして、飾り用のしらすをのせる。

⑤　①のご飯１／３量を４等分して丸め、皿に②の
しそのみじん切りを広げ、丸めたご飯を転がして、
しそをまぶす。
⑥　ラップを広げ、②のスライスチーズ、サーモン、
しそをまぶしたご飯の順にのせ、ラップを絞って
丸く形を整え、ラップをはずして万能ネギを飾る。
⑦　①のご飯１／３量を４等分にして丸める。ラッ
プを広げ、②の帆立、４等分に切ったしそ、丸め
たご飯の順にのせラップを絞って丸く形を整え、
ラップをはずして梅肉を飾る。
⑧　器に３種類の手まり寿司を盛りつけて完成。

（材料：4人分）

・ご飯…………………… 400g
・ほんだし………………… 5g
・クリームチーズ… …… 40g
・しらす干し… ……………10g
・きゅうり… …………… 35g
・青じそ……………………3枚

・梅肉…………………… 10ｇ
・スライスチーズ… ………2枚
・スモークサーモンの薄切り
　……………………… 40ｇ
・帆立貝柱（刺身）……… 40ｇ
・万能ネギの小口切り…… 10ｇ

スライスチーズの大きさはタテヨコ１cmくらいで
型抜きする。

平成29年度

牛乳・乳製品利用料理コンクール
福島県大会入賞レシピ

平成29年度

牛乳・乳製品利用料理コンクール
福島県大会入賞レシピ

郡山女子大学短期大学部
遠藤　陽奈さんの作品魚介とチーズのコラボ手まり寿司

『ほっとMilk』投稿募集について
１．テーマは自由（ほっと(^o^)する話題がいいですね）
　　◎文章だけでも結構です。
　　◎写真があると最高です。

２．受付（常時受け付けしています）
　　メール・ＦＡＸ・支所経由・直接持参、何でもＯＫです。
　　E-mail : hi-masiko@fukuraku.or.jp・FAX0243-33-1103


